
熊本市観光マーケティング戦略

（資料編）

令和 6年（2024年）3月

熊本市



目次

第１章 熊本市観光を取り巻く情勢 ............................................................... 1

１.１ 観光を取り巻く情勢 ................................................................... 1

（１） 人口動態 .......................................................................... 1

（２） 観光市場の動向 .................................................................... 2

（３） 観光産業の動向 .................................................................... 4

（４） 旅行者の動態 ...................................................................... 5

（５） 新しい旅行のスタイル .............................................................. 7

（６） 九州他自治体との比較 .............................................................. 9

１.２ 熊本市関連の観光統計分析 ............................................................ 11

（１） 来熊観光客数 ..................................................................... 11

（２） 宿泊環境 ......................................................................... 13

（３） コンベンションの開催件数 ......................................................... 14

（４） 交通インフラ ..................................................................... 15

（５） 旅行客観光満足度 ................................................................. 16

（６） リピーター率・再訪意欲 ........................................................... 16

第２章 各種基礎調査 ......................................................................... 17

２.１ 旅行者動態調査（国内客調査） ........................................................ 17

（１） 調査概要 ......................................................................... 17

（２） 調査結果（WEBアンケート） ........................................................ 18

２.２ 旅行客動態調査（海外客） ............................................................ 82

（１） 調査概要 ......................................................................... 82

（２） 調査結果（海外企業ヒアリング） ................................................... 83

２.３ 観光コンテンツ調査 .................................................................. 95

（１） 調査概要 ......................................................................... 95

（２） 調査結果（ヒアリング） ........................................................... 96

２.４ 観光関連産業調査 ................................................................... 107

（１） 調査概要（WEBアンケート） ....................................................... 107

（２） 調査結果（県内事業者 WEBアンケート） ............................................ 108

（３） 調査結果（県内宿泊事業者 WEBアンケート） ........................................ 119

（４） 調査概要（企業ヒアリング） ...................................................... 128

（５） 調査結果（企業ヒアリング） ...................................................... 129

２.５ 市民観光意向調査 ................................................................... 138

（１） 調査概要 ........................................................................ 138

（２） 調査結果（WEBアンケート結果） ................................................... 139



２.６ 居住外国人調査 ..................................................................... 146

（１） 調査概要 ........................................................................ 146

（２） 調査概要（アンケート） .......................................................... 147

第３章 各種調査とりまとめ .................................................................. 152

３.１ SWOT分析・各種施策の導出 ........................................................... 152

（１） SWOT分析結果 .................................................................... 152

（２） 戦略の基本方針の導出 ............................................................ 153

第４章 策定経緯（熊本市観光振興推進協議会記録） ............................................. 154

４.１ 熊本市観光振興推進協議会の開催概要 ................................................. 154

４.２ 熊本市観光振興推進協議会委員一覧 ................................................... 155



1

第１章 熊本市観光を取り巻く情勢

１.１ 観光を取り巻く情勢

（１）人口動態

●国内人口（熊本県含む）は減少傾向であり、観光市場への影響が懸念

 国内人口は少子高齢化が加速しており、既に人口減少段階に突入している。国内人口

は、令和 4年（2022年）10月時点で約 1億 2,490万人だが、令和 22年（2040年）には

約 1億 1,283万人まで減少すると推計されている。

 今後の人口減少により、国内旅行者数の減少をはじめ、観光市場への影響はさらに大き

いものになると考えられる。

出典①：住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数調査より作成

出典②：国立社会保障・人口問題研究所「将来推計人口」出生中位（死亡中位）推計より作成

出典③：熊本県「熊本県人口ビジョン(2021年 3月改訂版)」より作成
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（２）観光市場の動向

●世界の観光市場はコロナ禍から順調に回復中

 UNWTO（国連世界観光機関）によると、国際観光客数は 2000年代以降、一貫して増加し

ており、令和元年（2019年）は過去最大の 14.6億人となっている。

 令和 2年（2020年）以降は、新型コロナウイルス感染拡大に伴う渡航制限などにより、

旅行需要の大幅な減少が発生したが、令和 4年（2022年）は令和元年（2019年）のピー

ク時の約 9割まで回復している。

 令和 5年（2023年）に入ると、国際観光客数は急回復してきており、令和 4年（2022

年）と比較しても顕著である。

出典①： UNWTO「Global and regional tourism performance」より作成

出典②：国土交通省「観光白書」より作成

出典③：JNTO「訪日外客数」より作成
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●日本人国内観光客数は横ばいの中、海外観光客が増加。旅行消費額もけん引

 コロナ禍以前の日本の国内観光客数は横ばいである一方で、海外観光客数は年々増加し

ており、令和元年（2019年）には過去最高となる 3,188万人［平成 24年（2012年）は

836万人］を記録している。

 国内観光市場は海外観光客の消費額増加がけん引して年々伸長している。海外観光客の

観光消費単価は日本人よりも高く、令和元年（2019年）時点では、国内旅行市場の約

25％を占めていた。

出典①：観光庁「旅行・観光消費動向調査」（観光・レクリエーション）より作成

出典②：JNTO「訪日外客数」より作成

出典③：観光庁「旅行・観光消費動向調査」より作成

出典④：観光庁「訪日外国人消費動向調査」より作成
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（３）観光産業の動向

●観光関連事業者の経営体力の低下、全国的な人手不足

 経済産業省「第 3次産業活動指数」によると、宿泊業や観光関連産業の落ち込みが大き

くなっている。コロナ禍の影響を受け、観光関連事業者の経営体力の低下が懸念されて

いる。

 帝国データバンク「人手不足に対する企業の動向調査(2023年 7月)」によると、正社

員・非正社員の人手不足の割合は、コロナ禍であった前年の同月と比較して大幅に上昇

している。直近の令和 5年（2023年）では、感染収束後の観光の急激な需要回復によっ

て、宿泊業の正社員、非正社員の人手不足の割合は、51業種中 2番目に高く、宿泊関連

企業が人手不足を感じている傾向が表れている。

出典①：国土交通省「令和 4年度版観光白書」より作成

出典②：帝国データバンク「人手不足に対する企業の動向調査(2023年 7月)」より抜粋
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（４）旅行者の動態

●日本人観光客と海外観光客で旅行時期の傾向が異なる

 日本人観光客は、コロナ禍においても長期休暇が取れる時期に観光する傾向に変化がな

い。また、1～2月が年間で最も観光客が少ない時期となっている。

 一方で訪日外国人（特にアジア圏の観光客）は、月別の変動は小さい。

 欧米豪からの観光客数には多少の季節差があり、北米は 4月と 10月が最も多くなってい

る。欧州は桜時期の 3月が最も多く、豪州はウインターシーズンの 12～1月が最も多

い。

●日本人・海外観光客とも FIT化が進行、平均滞在日数も増加傾向

 日本人、訪日外国人ともに FIT化が進んでいる。

 日本人、訪日外国人ともにやや増加傾向にあり、訪日外国人の方が日本人よりも滞在日

数は多い傾向にある。

出典①：観光庁「旅行・観光消費動向調査」（観光・レクリエーション）より作成

出典②：JNTO「日本の観光統計データ 」より作成

出典①：観光庁「旅行・観光消費動向調査」より作成

出典②：観光庁「宿泊旅行統計調査」より作成
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●日本人観光客ニーズのトップ 3は、温泉・食、自然景観

 日本人観光客の旅行先で楽しみにしていることとして、温泉・食・自然景観を見ること

が人気となっている。

 熊本県では温泉・食・自然景観の 3つの要素の割合が、全国と比べてより高くなってい

ることがわかる。

●海外観光客のトップ 3は、自然景観・桜の鑑賞、史跡訪問

 海外観光客からは、自然景観や桜の鑑賞、史跡・歴史的建築訪問などのニーズが高くな

っている。

 欧米豪は、日本庭園や祭りなど、日本文化に触れるニーズが強く、アジアは伝統料理・

紅葉・雪景色など日本特有の景色・食事のニーズが強くなっている。

出典：日本交通公社「旅行年報 2022 Annual Report on the Tourism Trends Survey」より作成

出典：JTB総合研究所「コロナ禍における日本人の国内旅行実態調査まとめ①～コロナ禍前後の旅行の比較」より作成
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（５）新しい旅行のスタイル

●コロナ禍を契機とするニーズの変化や新しい観光スタイルへの意識の高まり

 旅行ニーズにおいて、リラックスすることや温泉、家族と楽しく過ごすことがコロナ禍

前より高くなっている。

 欧米を中心にアドベンチャーツーリズムの需要が拡大している。長期滞在が見込まれ、

観光消費額も大きい特徴から、自然・文化などの地域資源をいかせる重要な観光コンテ

ンツであることがわかる。

●世界中で「持続可能な観光」が注目され、国内でも様々な取組が展開

 国際的な取組として持続可能な観光の推進が各国、国際機関でも議論されており、今後

も広がりをみせる傾向にある。

 日本でも観光庁と UNWTOが令和 2年（2020年）に策定した「日本版持続可能な観光ガイ

ドライン（JSTS-D）」に沿った取組を導入する自治体も出てきており、今後さらに多く

の自治体で持続可能な観光への取組みが拡大すると考えられる。

出典①：JTB総合研究所「コロナ禍における日本人の国内旅行実態調査まとめ① ～コロナ禍前後の旅行の比較～」 より作成

出典②：国土交通省「令和 4年度版観光白書」より抜粋

出典①：観光庁 HPより作成

出典②：UNWTO「グラスゴー宣言」  より抜粋
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●旅行プランにおいても SDGs達成に貢献する商品への需要が増加

 日本旅行が令和 4年（2022年）に発表した「旅と SDGsに関するアンケート」の結果によ

ると、回答者の半数以上が SDGs達成に貢献している商品を検討すると回答しており、旅

行客の SDGsへの関心の高まりが確認されている。

 旅行・観光業に対しても、宿泊・観光施設で実践している SDGs取組の明示や SDGs達成

に貢献できる仕組み、プランなどの SDGsに関する取組を求める傾向がある。

出典：日本旅行「旅と SDGsに関するアンケート」より作成
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（６）九州他自治体との比較

●熊本の知名度（イメージ）は、熊本城・くまモンが高い

 熊本市では、熊本県非居住者（旅行経験有）のイメージするキーワードとして、熊本城

が最も高く、くまモンと共に他に比べて高く表れている。

 福岡市では、食べ物に関するイメージが高く表れている。

 鹿児島市では、桜島のイメージが他に比べて最も高く表れている。

 長崎市では坂のイメージが最も高く、また、食、歴史、風景などがバランスよく表れて

いる。

出典：森記念財団都市戦略研究所『日本の都市特性評価』より作成
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●熊本市の都市としての強みは健康医療・移動の容易性・人材の多様性

 熊本市では「人材の多用性」が強みとなっている。歴史ある街の多様な文化を反映して

おり、同様に鹿児島市も同じ項目が強みとなっている。

 九州中央の立地と新幹線による良好なアクセス環境を踏まえ、「移動の容易性」が強み

となっており、空港アクセスの良さがある福岡市も同じ項目が強みとなっている。

しかしながら、「交流実績」の項目は、「移動の容易さ」や「人材の多様性」という交

流しやすい特性に対して弱みとなっている。

出典：森記念財団都市戦略研究所『日本の都市特性評価』より抜粋
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１.２ 熊本市関連の観光統計分析

（１）来熊観光客数

●コロナ以前までは観光客数は順調に増加

 年間観光客数は、国内外ともに令和元年度（2019年度）まで着実に増加し、601万人ま

で達した。

 コロナ禍では、10～3月の秋～冬の観光客が増加している。

●日本人・海外観光客で来熊時期や傾向が異なる

 コロナ禍以前の日本人観光客は、夏休み・冬休みなどの長期休みのタイミングに呼応し

て来熊客が増加している傾向が見られる。

 コロナ禍においては、日本人観光客は Go To トラベルが開始された令和 2年（2020年）

7月以降の来熊客が増加しているのがわかる。

 コロナ禍以前の外国人観光客は、3月前後の桜の時期に多く来熊する傾向が見られる。

 コロナ禍においては、日本人観光客と同様に来熊に増減傾向が読み取れ、感染者数の増

減や各種施策の有無の影響を受けている事がわかる。

出典：熊本市「観光統計」より作成

出典：熊本市「観光統計」より作成
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●日本人・海外観光客共に平均滞在日数は全国平均以下

 熊本県での国内客の平均滞在日数は、コロナ前後に関わらず全国平均と比較して短くな

っている。

 熊本県での海外客の平均滞在日数は、コロナ前後に関わらず全国平均と比較して短くな

っている。

●海外観光客（宿泊客）のうち約半数はアジア圏が占める

 本市の海外観光客（宿泊客）は、コロナ禍前からアジア圏を中心に来訪しており、コロ

ナ禍においても、約半数を占めている。

出典：観光庁「宿泊旅行統計調査」等より作成

出典：熊本市「観光統計」より作成
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（２）宿泊環境

●宿泊施設の客室数は回復傾向であるが、熊本県の宿泊客割合は九州他県と比較し低い

 熊本県内の客室数は近年減少傾向にあったが、令和元年（2019年）以降は、回復傾向に

ある一方で、施設数は年々減少している。

 来訪者における宿泊者の割合を九州他県と比較すると、宿泊割合の最も高い鹿児島県の

42%に対し、熊本県は 16%と低くなっている。

出典①：九州運輸局 九州運輸便覧より作成

出典②：九州運輸局 九州運輸便覧＆各県観光統計より作成
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（３）コンベンションの開催件数

●コンベンションの開催件数はコロナ前の水準に回復しつつある

 令和元年（2019年）の熊本城ホールの開業により、様々な開催需要に対応できる環境が

整ってきたが、コロナの影響を受けて MICEの開催件数が大きく変動した。

 一方で、コンベンションの開催件数は令和 4年（2022年）時点でほぼコロナ禍前の水準

に回復している。

出典：（一財）熊本国際観光コンベンション協会「令和 4年コンベンション統計」より作成
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（４）交通インフラ

●国内は主要 6都市 8路線の直行便、海外は東アジア 3都市との直行便が就航中

 九州の空の窓口である、福岡空港と比較すると便数は少ないものの、3都市との定期便が

就航しており、今年度は新たな就航路線が決定した。

●鉄道網を活用した九州各都市への移動は良好、市内の公共交通は市電とバスが中心

 九州の中央に位置する地理的優位性から、九州各主要都市とのアクセスは良好。

 熊本市内の主な公共交通は、市電とバスが中心となっている。

出典①：阿蘇くまもと空港 HPより作成
出展②：国⼟交通省「空港管理状況・国際線就航状況」より作成
出典①：阿蘇くまもと空港 HPより作成

出展②：国土交通省「空港管理状況・国際線就航状況」より作成

出典①：熊本市「観光ガイド」HPから作成

出展②：熊本都市圏総合交通計画協議会 「熊本都市圏都市交通マスタープラン」から抜粋
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（５）旅行客観光満足度

●満足度は上昇傾向で、評価の高い観光エリアは「熊本城界隈・中心市街地」

 来熊客の満足度に関する直近のデータでは、「満足」と回答した人の割合が令和 3年

（2021年）と比較して約 10％改善している。

 来熊客が家族や友人にお勧めしたい観光エリアについては、「熊本城界隈・中心市街

地」の評価が 9割以上がおすすめと圧倒的に高くなっている。次に続くのが、「水前

寺・江津湖エリア」となっており、こちらも約 6割のおすすめ評価を得ている。

（６）リピーター率・再訪意欲

●来熊客の 7割はリピーターの可能性がある

 令和 3年（2021年）の来熊客へのアンケートでは、約 8割の方が 2回以上の来熊者とな

っている。

 一方で令和 4年（2022年）の来熊客へのアンケートでは、はじめての来熊者が約 4割と

いう結果も出ているなど、コロナ禍を経て新たな顧客の来熊も確認されており、今後の

リピーター獲得が重要である。

出典：(一財)熊本国際観光コンベンション協会実施アンケート結果を基に作成

出典：(一財)熊本国際観光コンベンション協会実施アンケート結果を基に作成
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第２章 各種基礎調査

２.１ 旅行者動態調査（国内客調査）

（１）調査概要

調査概要について以下に示す。

表 2-1 国内動態調査概要

調査内容

【共通質問】

●旅行に対する関心と熊本旅行経験

●旅行に関する行動特性・意向

●熊本市の観光資源に関する知識

【熊本旅行未経験者】

●旅行検討時の行動について（旅マエ行動）

●旅行中の行動について（旅ナカ行動）

●旅行後の行動について（旅アト行動）

●旅行中の行動について（旅ナカ行動）

●新たな旅行のスタイルについて

【熊本旅行経験者】

●旅行検討時の行動について（旅マエ行動）

●旅行中の行動について（旅ナカ行動）

●旅行後の行動について（旅アト行動）

●新たな旅行のスタイルについて

実施概要 回収期間 回収数

WEBアンケート会社の協力の下、旅行に一定の関心がある国内在住

者 1,600人を対象に上記質問項目についての調査を実施。来訪エ

リアごとに首都圏 400人、関西圏 400人、九州圏 400人、その他

400人で分け被験者データを収集した。

9/15～9/28 1,600人
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（２）調査結果（WEBアンケート）

【共通質問】 Q1～Q3

Q1-1_あなたが旅行に求める価値や優先することについてご教示ください。

 リラックス・癒し・リフレッシュを求めている人が一番多く、項目ごとの差がはっ

きりしている。
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Q1-2_あなたが旅行で体験したいことについてご教示ください。

 地域ならではの食文化が全体の傾向として最も高く、その他でも地域ならでは味わえ

る体験などが人気である。
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Q1-3_あなたが普段利用している（発信・情報収集に使用する）SNSについてご教示くださ

い。

 LINE、YouTube、Instagramの順で人気が高く、Facebookや TikTokを使用する人は少

数であった。
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Q2-1①_あなたが知っている熊本市の観光スポット・施設についてご教示ください。

 熊本旅行経験者からは、熊本城の知名度が圧倒的に高く、他施設の倍近い認知度を誇

る。次いで水前寺、熊本駅関連施設と続く傾向があり、熊本城周辺の中心市街地の施

設（アーケード街、城下町、くまもんスクエア、鶴屋等）の知名度も比較的高い。
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Q2-1②_あなたが知っている熊本市の観光スポット・施設についてご教示ください。

 熊本旅行未経験者からは、熊本城の知名度のみが高く、その他の施設については十分

な知名度を得られていないことがわかる。
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Q2-2_あなたが知っている熊本の体験コンテンツについてご教示ください。

 来訪経験に関わらず全体的に体験コンテンツの知名度はかなり低く、来訪することに

よって認知が上がっていることがわかる。
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Q2-3_あなたが知っている熊本の名物についてご教示ください。

 旅行経験の有無に関わらず馬肉料理の認知度は高く、熊本への旅行経験有の人ほど熊

本ラーメン、馬肉料理、などの郷土料理の認知度が高くなることがわかる。
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【直近の旅行に関する調査（熊本旅行経験無）】Q3～Q6

Q3-1_あなたが普段、旅行検討時に情報収集する手段についてご教示ください。

 世代全体での主流はテレビ、観光ガイドブック・雑誌での情報収集となる。

 若い世代では SNSの YouTubeや Instagramなど、動画や画像を中心とした媒体の人気

がある。
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Q3-2_あなたが直近の旅行検討時に比較した地域についてご教示ください。

 一般的な旅行先として人気のあるような、北海道、東京、沖縄が多くを占めている。

 同じ九州エリア内では、福岡県・長崎県が人気であり、次いで大分県・鹿児島県が人

気となる。
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Q3-3_あなたが直近の旅行検討時に重視した内容についてご教示ください。

 世代を総じて見ると最も重視されるのは予算であることがわかる。

 旅行先までの距離や所要時間との兼ね合いで行き先を検討する。
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Q3-4  あなたが直近の旅行検討時に用いた手段についてご教示ください。

 各世代を総じてみると旅行予約サイトを活用する人が最も多い。

 旅行代理店の利用や直接予約は少数であった。
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【熊本旅行未経験者】Q4～Q6

Q4-1_あなたが直近の旅行で訪れた地域についてご教示ください。

 北海道、東京都、大阪府と一般的に人気と考えられる旅行先が多くを占めているが、

旅行の検討先として上位にいた沖縄県の件数は減少している。

 同じ九州エリアでは、福岡県が最も多く、長崎県と大分県が同程度となった。
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Q4-2_あなたの直近の旅行での旅先滞在日数についてご教示ください。

 1泊～2泊の人が大半であり、大半の人が 1泊若しくは 2泊に留まっており、3泊以

上の連泊をする人は少数であった。

 10人に 1人は日帰りを行っている状況である。

Q4-3_あなたの直近の旅行での同伴者についてご教示ください。

 大半の人がパートナーや家族と旅行している。

 友人や職場の同僚といった家族以外との旅行については 7人に 1人程度と少数であ

り、比較すると一人旅の方が多くなった。
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Q4-6_あなたが直近の旅行で体験したコンテンツについてご教示ください。

 地域ならではの食文化や観光スポットといった、その地域でしか味わうことができな

いコンテンツの人気が高い。
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Q5_あなたは普段、旅行後の感想を SNS等で発信していますでしょうか。発信される場合はそ

のツールをご教示ください。

 総じてみると、SNSで最も人気が高いのは Instagramであった。視覚的な楽しみが多

いことから、写真をベースに発信する Instagramとの相性がよいと推察される。

 一方で多くの世代ではそもそも発信しないという人が多数である。
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Q6_あなたは新型コロナ発生以降、旅行の対しての価値観に変化が生じましたでしょうか。

 人との接触を避けるなど、コロナ感染を意識した行動についての傾向がみられる点

で、各世代での傾向の違いは見られない。
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【熊本旅行に関する調査】Q7～Q9

Q7-1_あなたが普段、旅行検討時に情報収集する手段についてご教示ください。

 総じてみると幅広い情報収集手段が用いられているが、若い世代になるほど SNSを活

用する人が多くなる。
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Q7-2_あなたが熊本旅行検討時に比較した地域についてご教示ください。

 ほとんどの場合九州圏域が旅行の比較検討先になるが、なかでも大分県が最も多いと

いう結果になった。

 その他では北海道と沖縄県が多くなる。
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Q7-3_あなたが熊本旅行検討時に重視した内容についてご教示ください。

 相対的には観光施設を重視する人が多く、予算、距離・時間、観光施設の内容を重視

する人で大層を占める。
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Q7-4_あなたが熊本旅行予約時に用いた手段についてご教示ください。

 旅行予約サイトを活用する人が最多となった。

 旅行予約サイトから大きく離される形で直接事業者 HPから予約する人が多い。
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Q8-1_あなたが熊本を訪れた際に来訪したエリアについてご教示ください。

 ほとんどの人が熊本城周辺・中心市街地に訪れており、熊本城の人気の高さが伺え

る。水前寺や江津湖周辺では来訪者数は比較的多くなく、熊本市街の天草地域と同等

の来訪者数である。
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Q8-2_あなたが熊本を訪れた際に宿泊したエリアについてご教示ください。

 ほとんどの人が熊本城周辺・中心市街地、熊本駅周辺と阿蘇地域に宿泊している。

Q8-3_あなたが熊本を訪れた際の滞在日数についてご教示ください。

 ほとんどの人が 1泊若しくは 2泊での宿泊となり、それ以上は急激に数が減少する。
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Q8-4_あなたが熊本を訪れた際の同伴者についてご教示ください。

 パートナー・夫婦で来熊する方が最多であり、次いで家族・親族と訪れている。

 ひとり旅の方の多くは男性であり、そのほかの項目では女性が多かった。

Q8-5_あなたが熊本を訪れた際の目的についてご教示ください。

 ほとんどの人が観光・レクリエーション目的であり、その他は大差ないような形であ

るが、知人訪問や帰省など、人に会いに行く方が次いで多かった。
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Q8-6_あなたが熊本を旅行された際に前後に立ち寄った都道府県についてご教示ください。

(前・後)

 来熊前後で訪れられるのは九州圏域が一般的である。

 中でも福岡県と大分県が多く、福岡県から熊本県に入って大分県に抜けるルートが一

般的であると考察される。
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Q8-7_あなたが熊本を旅行された際に使用した交通手段についてご教示ください。

 自家用車がトップであったが、九州圏内からの来熊者が多いことから車で来る方が多

いと推察される。

 飛行機、新幹線、レンタカーが次いで多いが、九州外からは飛行機や新幹線で入り、

その後はレンタカーで移動する人も多くいると推察される。
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Q8-8①_あなたが熊本を訪れた際に訪問・利用した熊本市の観光スポット・施設についてご教

示ください。（九州・それ以外）

 熊本城への訪問が圧倒的に多く、他施設の 3倍近い認知度を誇る。次いでアーケード

街、熊本駅の訪問・利用者数が多い。



58

Q8-8②_あなたが熊本を訪れた際に訪問・利用した熊本市の観光スポット・施設についてご教

示ください。（世代別）

 熊本城への訪問が圧倒的に多く、他施設に関してはアーケード街、熊本駅への訪問が

熊本城に次いで多い。

 訪問者が少ないところと多いところの人数が乖離していることがわかる。
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Q8-9①_あなたが熊本を訪れた際に経験した体験コンテンツについてご教示ください。（来訪

地域別）

 幅広く様々な体験を行っているが、熊本城ミュージアム わくわく座、フルーツ狩

り、熊本の銘酒試飲体験が総じて人気がある。

 一方で最も回答数が多いのはこの中にないであり、他にもさまざまな体験プログラム

を経験していることがわかる。
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Q8-9②_あなたが熊本を訪れた際に経験した体験コンテンツについてご教示ください。（世代

別）

 総じてこの中にないを選ぶ人が最も多く、幅広く体験プログラムを経験していること

がわかる。

 熊本城での芝居・体験、フルーツ狩りは一定数の人気があり、熊本の銘酒・試飲体験

もどの世代からも一定の支持は受けている。
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Q8-10①_あなたが熊本を訪れた際に食べた・購入した熊本の名物についてご教示ください。

（来訪地域別）

 馬肉料理、熊本ラーメンが最も人気が高く、次いで郷土料理となる。

 からし蓮根づくりの体験をする人は少ないが、郷土料理として食べる人が多い。
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Q8-10②_あなたが熊本を訪れた際に食べた・購入した熊本の名物についてご教示ください。

（世代別）

 馬肉料理や熊本ラーメンが同程度の人気がある。

 郷土料理であるからし蓮根、赤牛料理、太平燕も人気がある。
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Q8-11_あなたが熊本を訪れた際に訪問・利用した熊本市の観光スポット・施設で良かったと

思うものをご教示ください。

 熊本城一強という結果となった。

 熊本城以外のコンテンツとして、水前寺成趣園、アーケード街、熊本駅に人気が集ま

る。
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Q8-12_あなたが熊本を訪れた際に経験した体験コンテンツで良かったと思うものをご教示く

ださい。

 熊本城ミュージアム わくわく座の人気が最も高く、次いで銘酒試飲体験とフルーツ

狩りの人気が高い。
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Q8-14_あなたが熊本旅行中に用いた情報収集手段についてご教示ください。

 観光ガイドブックの利用者が最も多く、内容の充実が要になる。

 自治体の HPや口コミが多い一方で、Google Mapや Instagramも多くなっている。
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Q9-1_あなたの熊本を訪れての再訪意識についてご教示ください。

 ほとんどの人がぜひ行きたい・機会があれば行きたいと回答した。
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Q9-2_（あまり）行きたくないと回答した理由についてご教示ください。

 行きたくないと回答した中には、魅力的な観光スポットの不足、イベントの不足、移

動の苦労、体験コンテンツ不足があった。
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Q9-3_あなたが熊本に対して欲しい点、不満な点についてご教示ください。

 飲食やお土産の充実はトップであるが、世代によっては新たな観光スポットの開拓・

目的地までの移動の円滑化を行うことがニーズとしてある。
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Q9-4_あなたは旅行後の感想を SNS等で発信していますでしょうか。発信される場合はそのツ

ールをご教示ください。

 総じてみると、SNSの利用者と非利用者は半々程度となる。利用者の中では

Instagramが最も利用者が多く、次点で LINEとなる。

 発信を行わない人がほとんどである。
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【共通質問】 Q10

Q10_あなたは新型コロナウイルス感染症発生以降、旅行の対しての価値観に変化が生じまし

たでしょうか。

 変化していないという回答が最も多かった一方で、ほとんどの人はコロナ環境に適応

した行動に何かしらの変化をしており、旅行に行く回数が減った、近場の旅行、人混

みを避けるといった、新型コロナウイルス感染症対策を講じた旅行への意識がある。


